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研究成果の概要：鼻・副鼻腔疾患の神経系（第 I脳神経）を介した病態（嗅覚障害）の研究を

行うことが本研究の目的であった。20 項目の日本人の生活に即した臭素（におい）を問診して、

その程度を百分率で数値化できる「日常のにおいアンケート」を用いた嗅覚評価方法を論文と

して提唱することができた。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,000,000 0 2,000,000 

2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,200,000 360,000 3,560,000 

 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：外科系臨床医学・耳鼻咽喉科 

キーワード：アレルギー性鼻炎・慢性副鼻腔炎・嗅覚障害・鼻腔内ポリープ・内視鏡下鼻副鼻腔手術・

下鼻甲介手術・神経ペプチド・気管支喘息 
 
１．研究開始当初の背景 
鼻汁、鼻閉、くしゃみ、および嗅覚障害を呈
する鼻・副鼻腔疾患は、主に免疫学的研究が
なされてきているが、神経系に関する研究は
未だ不明な点が多い。第 I 脳神経（嗅神経）
をはじめ嗅覚伝導路に関する研究は基礎医
学的なものが多く、臨床的には多くない。ま
た、嗅覚障害に対する関心や嗅覚検査の普及
率が低いのが現状である。 
 
２．研究の目的 
当科における鼻・副鼻腔疾患の手術件数は年
間約 300 件と多く、この豊富な症例を対象と
して、不明な神経系を介する病態を可及的に

解明して嗅覚の評価法の確立の役割を担う
ことである。 
 
３．研究の方法 
（１）嗅覚をより簡易に評価する方法として
「日常のにおいアンケート」が日本鼻科学
会・嗅覚検査検討委員会で考案された（図１）。
「アンケート」は、20 種類のにおいの程度を
それぞれ 4段階で自答して、その結果をアン
ケートスコア（%）で評価する方法である。「ア
ンケート」法の妥当性を検証し、嗅覚障害の
ない群（健常群）とある群（異常群）とで、
アンケートスコアを比較検討した。 
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図１ 実際の用紙（文献④、日鼻誌、48、1
－7、2009 より引用） 
 
（２）手術症例の多いアレルギー性鼻炎と慢
性副鼻腔炎患者を対象として、血液検査を行
い、好酸球数、（非）特異的 IgE 抗体などを
測定した。手術中に採取した標本、鼻・副鼻
腔粘膜の好酸球の浸潤の程度など、組織学的
に観察する。 
 
（３）当科で経験した鼻・副鼻腔疾患症例の
臨床的特徴をとりまとめて論文報告する。 
 
４．研究成果 
（１）「日常のにおいアンケート」を用いた
嗅覚評価に関する研究の成果 
本研究で、日本での「アンケート」法の妥当
性が検証できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図２ アンケートスコアと VAS スコア 
（文献③、日本味と匂雑誌、16、5－10、2009
より引用） 

 
「アンケート」の統計学的正常値は、70%以
上（70～100%）と算出できた（図２）。健常
群は平均 95.1±8.5％（n = 345）、異常群は
平均 19.1±27.9％（n = 362）であった。10cm
スケール上に一箇所のみ嗅覚の程度を答え
る VAS スコア(正常値 50%以上)よりも結果の
ばらつきは少なかった。 
慢性副鼻腔炎患者の術前（n =100）と術後 （n 
= 58）のアンケートスコアは、いずれも日本
で保険適応のある T&T 検査（平均認知域値）
の結果と統計学的な相関を認め（Spearman
順位相関係数 rs=-0.5915，p<0.0001, n = 
362、図３）、「アンケート」法の臨床応用
の可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図３ アンケートスコアと T&T 検査 
 
この「アンケート」は、実際の嗅覚検査がな
くても、嗅覚障害の程度を推察できる利点を
持つ。嗅覚検査の普及が十分でない日本の現
状で、本成果は社会的に有意義と考えられた。
文化圏の違いなど嗅覚の臨床に課題は多い
が、本成果を生かして「アンケート」法の有
用性を国外へ提唱したい。 
 
（２）手術症例の病理組織学的研究の成果 
当科入院の上で手術治療を行った鼻・副鼻腔
疾患 331 例のうち 131 例（39.6％）に炎症性
鼻ポリープを認めた。また、37 例（11.1%）



 

 

は気管支喘息（アスピリン喘息を含む）を伴
っており、好酸球浸潤の多い鼻ポリープを認
めた（図 4A）。浮腫状ポリープを認めた症例
もあった（図 4B）。今回の期間内に、神経ペ
プチド発現の解明には及ばなかった。 

  

図４（Ａ）浸潤型  （Ｂ）浮腫型 
（×100）    （×100） 

 
（３）鼻・副鼻腔疾患の臨床学的研究の成果 
① 耳鼻咽喉科領域で発症するウェゲナー肉

芽腫（WG）に関する研究で、早期診断が
困難であった 16 症例を挙げて、WG の診
断における耳鼻咽喉科の重要性を報告し
た。 
 

② 骨新生を伴う鼻副鼻腔内反性乳頭腫は過
去に 5 例の報告があるのみで極稀である。
我々が経験した前篩骨洞に発生した内反
性乳頭腫に骨新生を伴った稀な症例（図
5）を報告した。 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 CT 所見(左)と病理組織所見（右：矢頭
は新生骨；→は内反性乳頭腫を示す） 
 
③ 眼症状を呈する副鼻腔疾患に関する研究

で、副鼻腔炎や副鼻腔嚢胞に起因するこ
とが多く、眼科との連携の重要性や手術
治療の効果と再発性を報告した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 6 眼症状を呈した副鼻腔疾患 100 例の内
訳（左）と最初に受診した診療科（右）（耳
鼻臨床、102 巻 8 号掲載予定、2009 より引用） 
 

④ 眼症状を呈した鼻疾患の研究③から派生
させ、副鼻腔嚢胞に関する研究で、原発
性（45 例）、術後性（173 例）に分けた臨
床的特徴を報告した。 

 
⑤ アレルギー性鼻炎に対する下鼻甲介手術

の短期成績は、術後 3ヶ月（70 例）で改
善 57 例（81.4%）、術後 6 ヶ月（28 例）
で改善 27 例（96.4%）と良好な結果が得
られたことを報告した（図 7）。将来、長
期成績を検証していく。 

 

 

図 7 鼻症状の重症度スコアの時系列 
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